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新年度の紙面内容のさらなる充実について
読みやすさ（文字サイズ）・見やすさ（大きな写真）・理解しやすい文章など、

順次進めてまいりますのでご期待ください。 編集委員会・部会長 伊藤弘康

2 ページから 4 ページも内容豊富です。ぜひご覧ください。

6 月号 
石津地区社会福祉協議会 

総務部・編集委員会 

電話 56-2775 

石津地区社協は、皆様と共に、笑顔の絶えない健康で穏やかな地域作りを目指す事

稲作体験のサポーター変更について 伊藤部会長の談話

私たち“秋の豊作を願いつつ、頑張りました！！ 楽しみです。

表紙写真 ドローンでモミ巻き（田んぼでの田植え体験は 8月号掲載予定）

新体制に向け準備中！評議員会は 6月 1日開催 詳細は 8月号掲載予定

令和 7年 
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2024 年 4 月から 2025 年

3 月の 1 年間 768 名のご

利用がありました。当地区

社協の「高齢者移動サービ

ス」は、高齢の老人のみの世

帯か同居者があっても昼間

は老人のみで移動手段がな

く、困っている方を病院や

買い物などに無料で送迎す

るものです。利用登録され

て常時利用される方は 67

名。行先は医療機関、商店

等、公共施設がベストスリ

ーです。

ボランティアさん募集中 

今後も利用増加傾向なの

で、継続・強化する為、運転

ボランティアさんの高齢化

で若返りと人数の充足が必

要です。予約を受け付ける

受付ボランティアさんも含

め、ぜひ参画お願いします。

4月 22日石津小学校で、全校生徒の参加で交通安全教室が開催
石津地区社協の青パト隊 3名（磯方直美さん・冨田雄三さん・谷口宏成さん）も参

加し、「自らの身体は自分で守る」を合言葉に、生徒の皆さんは真剣に練習をしていま

した。

石津地区社協青パト隊では、毎年４月には石津小学校での「交通安全教室」や、12

月には海津警察署での「年末年始の安全運動出発式」に参加協力しています。 警察や

学校、市と連携を図りながら石津地区の皆さまが「安心・安全に暮らせるまちづくり」

として防犯活動を行っています。

青パト隊員見守る中での横断歩道を渡る練習

送迎先 回数 割合

森木医院 148 19.3%

大桑クリニック 105 13.7%

山田眼科 54 7.0%

可知医院 46 6.0%

とみなり整形外科 38 4.9%

医師会病院 33 4.3%

石川歯科 31 4.0%

曽根歯科 28 3.6%

野村クリニック 26 3.4%

一号館 24 3.1%

海津市役所 18 2.3%

ゲンキ南濃店 17 2.2%

養南病院 15 2.0%

JA石津支店 14 1.8%

伊藤内科 14 1.8%

働く女性の家（南部支所） 12 1.6%

アイセイ薬局 12 1.6%

大垣共立銀行石津支店 12 1.6%

木村歯科 12 1.6%

桑名三重信用金庫松山支店 9 1.2%

南濃歯科 9 1.2%

セブンイレブン松山店 8 1.0%

松山駅 8 1.0%

石津郵便局 7 0.9%

加藤マッサージ 6 0.8%

川合整形外科 6 0.8%

中尾皮膚科 5 0.7%

Fマート多度店 5 0.7%

高須歯科 5 0.7%

トンカチ南濃店 4 0.5%

スミ理容院 3 0.4%

さかえ美容院 3 0.4%

高須別院 4 0.5%

コメリ南濃店 2 0.3%

森木医院前　OKB  ATM 2 0.3%

大井耳鼻科 2 0.3%

ドコモショップ 2 0.3%

令和6年度 高齢者移動サービスまとめ

送迎先回数 

送迎先割合 

石津地区社協青パト隊 活動報告 随時、隊員も募集しております！
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平成 25年から、境地区の農業ボランティアさんや多くの友達が

支援していただきました。長年のご協力に感謝します。

開始当初から田んぼを提供していただき、支援グループの中心的な水谷恒さん（境）

と農業ボランティアの皆さんが話し合い、新たに「田鶴ファーム（伊藤憲生代表）」さ

んに引き継いでもらって、最新の米つくりを学んでもらうことになりました。

今後応援していただく「田鶴ファーム」さんは、

田鶴・境地区の水田の多くで米つくりを請け負う

農業法人として活躍。

代表の伊藤憲生さんは「地域の子供たちのため

にお手伝いしたい」と、話して見えます。

また、「JA にしみの石津支店」さんからも支援の

申し出を受け、石津地区社協とともに活動をサポ

ートします。

11 年間の長期にわたり皆様のサポート・応援 ありがとうございました。

今年も始まりました、石津小学校の稲作体験 稲作関連担当 伊藤弘康

最新の米つくりの体験が出来るように これからよろしくお願いします。

石津地区社協コーヒーサロンは誰でも気軽に参加できる、お茶の間

令和 6年度は 710 名の多数の御参加、ありがとうございました。

毎月第4金曜日・午前 9時～11時まで開催中

6 月は 6月 27 日・7 月は 7月 25 日
スタッフ一同ご来場をお待ちしています 

 

地元の果物・野菜などをお手頃に販売する、

朝市も開催しています。

水谷様ご夫婦

境地区農業ボランティアの皆様

サロンは地域の交流の場 

   本日も大盛況 

4 月 25日のサロンでは「あの

人に久しぶりに会えて安心し

ました！」そんな話し声も聞こ

えて来ました。サロンは 

安否確認もできる場所

皆様のご来場 待ってます～

サポート支援方法の変更についてのお知らせです。

田鶴ファーム代表・伊藤憲生さん
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 いやなこと あったら早く 伝えてね     金丸希龍 

ありがとう こころにひびく そのことば   栗田芹奈 

5 月 14日石津小学校で 5年生の“稲作体験”として「バケツ田んぼ」が実施されまし

た。「バケツ田んぼ」とは、「バケツで育てる稲」のことです。JAグループの『みんな

のよい食プロジェクト』の一環として、JAにしみの石津支店さん協力と、社協の応援

で始まりました。JAさんから、手軽に稲作を体験することができる稲作セット（種も

みと肥料、バケツ稲づくりマニュアル、お名前シール）を準備して頂き、バケツと土

を学校で準備しました。事前に準備しておいたモミが成長し苗になりました。4本を 1

組にして、水を入れたバケツに植えました。今後は自分の近くで、マイバケツの稲の

成長を児童の自己責任で見守ります。「毎日の変化が楽しみです！！」の感想も。

秋の豊作を願いつつ 稲作体験頑張りました。

5月 14日 石津小学校で“バケツ田んぼ”

5月 1日 ドローンでのモミ巻き（表紙写真）

風速等で実施出来なくなる事も多くある中、ドロー

ンでのモミ巻きが、田鶴ファームさん・JAさんなどの

皆様（15 名）のご協力で、石山保育園北側の田んぼ

（1.2 ヘクタール）で実施されました。本日は本来の

実施日が風の影響で中止されたので、小学校の児童が

参加できなかったのが残念でしたが、石山保育園の園

児が園舎の中から、作業の邪魔にならないように見学

していました。5月 23日には同じ場所で、手植えと田

植え機を使った田植え体験も開催されます。オペレーターとドローン

JA 関係者 田鶴ファーム伊藤さん 折れそうな苗を注意深く植えた 

自分で管理 マイバケツ 




